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第４回宮津市都市計画マスタープラン策定委員会 議事録 

 

○ 日時 令和３年１月 15 日（金）午後１時～ 

○ 場所 宮津市役所別館３階 第５会議室 

○ 出席者 （11 名中８名）  

谷口 知弘（福知山公立大学地域経営学部地域経営学科教授） 

谷口 政史（宮津商工会議所副会頭） 

高松 和子（宮津市子育て支援センターセンター長） 

井上 真哉（京都府建築士会宮津支部常任幹事） 

藤本 長壽（宮津市自治連合協議会副会長） 

今中 睦美（宮津市農業委員会委員） 

黒岡 芳子（宮津市地域女性の会会長） 

小野 孝司（京都府丹後土木事務所技術次長） 

 ※代理 大槻 敏行 企画調整課課長補佐 

  

※欠席 今村友里子（舞鶴工業高等専門学校建設システム工学科講師） 

小倉 信彦 

（一般社団法人京都府北部地域連携都市圏振興社天橋立地域本部本部長） 

    嶋崎  豊（宮津市水産振興会会長） 

    

○ 事務局 

山根（建設部長） 

中嶋（建設部都市住宅課長） 

稲葉（建設部都市住宅課都市計画係長） 

石田（建設部都市住宅課都市計画係） 

                                     

 

1. 開  会     
 

2. 部長挨拶     

 
3. 議  事 

 
（１）第３回宮津市都市計画マスタープラン策定委員会の意見と対応について 
（２）全体構想、都市整備方針について 
 事務局より説明の後、委員による意見交換 
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【質疑応答及び意見交換内容】 
（１）第３回宮津市都市計画マスタープラン策定委員会の意見と対応について 
・特になし 
 
（２）全体構想、都市整備方針について 
＜ゾーン設定＞ 

・市街地、文珠、府中にも沿岸はあるので、沿岸ゾーンとしての位置づけも必要ではないか。 
・具体的には、須津と文珠の間の国定公園のゾーン。現状は荒廃しているが、これらを良く

することは、観光面、環境面どちらでも影響があり、よくしていこうという位置づけを示

すことが必要。 
・市街地と文珠の間の資材置場等低未利用地もある。 
・ゾーン設定について柔軟に考えたほうがいいと思う。重複してもいいので、特色を示して

ほしい。 
・将来に向けて、価値を高めていきたい、そういう位置づけを行うのが良いかなと思う。 
 
（候補） 「観光沿岸ゾーン」「海洋資源活用ゾーン」など 
 
＜将来都市構成の設定（特色のあるキャッチフレーズ）＞ 

・前回は「観光・交流都市」ということで、テーマがはっきりと分かりやすかった。 
・「持続可能で豊かなまちづくり」とうのは幅が広すぎて、分かり難いのではないかと思う。

もう少し考えてもいいのでは。 
・これまでの委員会での議論を考えると、「宮津の風土を活かして」とか、「歴史文化を活か

して」とかそういう議論であったので、そのあたりを使うことも考えられる。 
・総合計画は、総花的なものなので仕方がなかったとは思うが、宮津らしさというか特徴は

欲しい。 
・宮津は天橋立をはじめ自然に恵まれている。市民が行動していくことが大事。ただ、意見

や言葉だけでなく、行動が大事。 
・これまでの意見を参考に「共に創る 人が創る 自然が創る 豊かなみやづ」。 
・一言でわかる「スローガン」的なものがいいと思う。 
・特色が大事。宮津ならではの特色が生かされるまちづくりが大事と思う。特色は、環境で

あり、人であり、それらが輝いていくと思う。ただ、最近は宮津ではそういうのが弱いと

思う。 
・与謝野町なんかはそういったことがはっきり出ていると思う。ホップとか。ホップを使っ

たクラフトビールで、２、３件起業している。20 代後半など若かった。 
 
（候補） 「人」「自然」「歴史」「活力ある～」 
     ×「持続可能」のように抽象的なものは避けたい 
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＜土地利用の方針＞ 

・住宅地、商業地、工業地としておきながら、住宅地以外の方針が弱い。 
・これまでの意見で、工業地の話も出ていたし、何かしら方向性を示してほしい。 
・例えば、海があるので、海産物系の工場を誘致し、観光にもつなげられないかとか、特徴

のある方向性が示されればと思う。他にはできない宮津ならではの企業誘致をイメージし

てほしい。 
 
＜海の魅力＞ 

・海沿いには建築需要はある。一方で、現状として荒廃している土地や低未利用地もあり、

魅力が弱まっており、すごくもったいない。 
・文珠から島崎公園あたりの市街地までの部分には、魅力があり、今後活用を考えていくべ

きだと思う。 
・海のない土地の人間からすると、海は非常に大きな魅力。 
・せっかく海洋高校があるので、日本全体の利になるような、海洋大学のようなものを設置

してはどうかと思う。日本海の中に無尽蔵にあるメタンハイドレートの活用の研究をする

など。そうすれば、企業も若い人間も来るのではないかと思う。文化的な部分もいいが、

こうしたエネルギーの部分を抑え込んで、宮津からそれらを発信していけるようにできれ

ばすごいことだと思う。これからの日本を考えていける話をしてもいいのではないかと思

う。 
・海洋高校を「海洋資源活用拠点」と位置付けても良いのではと感じる。 
 
 
4. 閉  会 


